
「共にささえあいサポーター」 

メインビジュアルイラスト及びシンボルマークの決定について 

 

本市では、障がいの有無に関わらず、だれもが自分らしく暮らせる「共にささ

えあい 生きる社会」の実現を目指し、障がいのある方がどのようなことに困って

いるかを学び、普段の生活の中で、ちょっとした手助けなどをする「共にささえ

あいサポーター」の養成を令和８年６月から開始する予定です。 

市民の方に、より身近に感じていただき普及を促進するため、メインビジュア

ルイラスト及びシンボルマークを決定いたしました。 

イラストとシンボルマークは、研修資料や啓発物品の作成等に活用します。 

 

１ メインビジュアルイラスト 

 製作は、本市在住の漫画家、鎧田氏。代

表作は「♯神奈川に住んでるエルフ」（マ

イクロマガジン社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ シンボルマーク 

製作は、本市出身の※パラリンアーティ

スト、おおはし みさ氏。 
（※パラリンアーティスト：障害のある方が自身の描いた絵

画やデザインなどの作品を企業や団体に提供・貸与する
ことで、社会参加と経済的自立を目指すアーティストの
こと。） 

 

 

 

 

 

 

 

 
  シンボルマーク作者からの言葉 
 「あたたかいクッションをかみさまからもらって。」 

  コアラの赤ちゃんは、体重を測る時、クッションを持たない
と安定して測ることができません。 

支えられないと測ることができないのです。 

  でも、支えがあれば、測ることができる。それを思い出して・・・ 
  われわれも、支えがないと、できない場面がたくさんあるけ

れど。 

  支えてくださるあたたかみで、なんでもみんなと同じにでき
ることがある。 

  そして、わたしたちは、人のあたたかみを人より感じられる

特別なギフトを神様からもらったようです。 
  神様ありがとう。 

 

 

 

令和８年４月１４日 

相 模 原 市 発 表 資 料 

お問い合わせ 

高齢・障害者福祉課 

042-707-7055（直通） 






